





































































































































































































図 17 　クラスター分類による10 月中の企業出展回数
表 4 　商品ジャンルと物産展型
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第 5 章　おわりに
百貨店における北海道物産展は現状、各百貨店のバイヤーなどの担当者
の裁量によって行われていることが明らかとなり、百貨店が立地する地域に
合わせた出展企業やジャンル選びは評価されるべきである。物産展という期
間限定の売り場作りは準備がかなり大がかりになり、なおかつ什器や水道、
調理設備といった仮設の設備を多数設けなければならないにもかかわらず行
われている現状には百貨店側による事情が大きく左右されていることが明ら
かとなった。そのため百貨店の地域物産展に関する考え方や行われ方の違
いによって、物産展の開催手順、地域物産展の商品ジャンルの差が生じる。
この差を今回、ヒアリングとクラスター分析によって明らかにすることができ
た。
地域振興という観点の中で百貨店を巡る物産展という完成されたコンテ
ンツは百貨店という対面販売を主とする商業形態の中で育まれてきたもので
あり、百貨店の数が少なくなってきたからといって、容易にショッピングセン
ターなどで物産展を行ったところで売り方が異なるため相容れないのではな
いだろうか。
百貨店はかつての呉服店から百貨店への鞍替えを行った際、単なる小売機
能ではなく、消費者に「非日常的な時間と空間」を提供する一種の文化施設
であったといえるほど、催事を多く行い、地域の人々を楽しませた過去を持
つ。その原点に立ち返り、それぞれの地域に独自に根差し、地域の人々に
とって楽しめる場所作りをこれからも行っていくことが百貨店の使命ではなか
ろうか。
